
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 
(選択)プログラミ

ング技術 

単位

数 
2単位 年次 3年次 

使用教科書 工業３３３ 「プログラミング技術」（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業は座学形式で、学習済みの内容の復習及び確認をしながら、教科書を使用して基本的な問

題演習を行う。 

・プログラミング言語は C 言語を使用する。1 年の情報技術基礎で学習した流れ図や BASIC での

プログラミングの知識を生かしながら進める。 

・情報技術検定の過去問も取り入れていく。 

・基本的な知識については、板書でまとめていくので、ノートが必要である。 

 

２ 学習の到達目標 

・コンピュータのプログラミングに関する基礎的な知識と技術を習得させ，実際に活用する能力

と態度を育てる。そのためにまず，コンピュータによる問題処理の手順を理解し，次に実際の

プログラムを作成するための技法を身につける。さらに，機械制御処理，ファイル処理，ネッ

トワーク処理，グラフィック処理などの実際的な応用プログラムによりプログラムの開発方法

を体験的に学習する。     

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・コンピュータによ

る問題処理の手段

としてのプログラ

ミングに興味・関

心を持っている。 

・基本的なプログラ

ミング言語の知識

を学習し活用する

意欲を持ち，実際

にプログラムを開

発する実践的な態

度を身につけてい

る。 

・基本的なアルゴリ

ズムと処理手順を

実際にプログラミ

ングすることを通

して理解してい

る。 

・処理の対象となる

問題を正確に分析

し，適切な処理手

順を考え，プログ

ラムを作成する実

践的な能力を身に

つけている。 

・コンパイラなどの

開発用ソフトウェ

アによって，プロ

グラムを作成でき

る。 

・デバッグ，トレース

などの操作を通じ

て，プログラムが

正しく動作してい

るかの確認が行

え，プログラムを

作成できる。 

・コンピュータを使

用して問題を解

決するための処

理手順を理解し

ている。 

・文書化，システム

の開発手順，プロ

グラムの構造化，

モジュール化な

どの実践的な知

識を持ち，開発技

法を理解してい

る。 

評
価
方
法 

出席状況。 

授業中の活動、発表。 

ノート等提出物。 

 

定期考査。 定期考査。 定期考査。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
中
間 

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発 

プログラム開発 

１ プログラム開発の手順 

２ プログラム開発環境 

プログラミング技法Ⅰ 

１ 基本的なプログラム 

２ プログラムの制御構造 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

a: プログラミングに興味・関

心を持ち、積極的に取り組ん

でいるか。 

b: 基本的なアルゴリズムと処

理手順を理解しているか。 

c: プログラムを読み、作成で

きるか。 

d: 問題を解決するための処理

手順を理解しているか。 

出席状況。 

授業中の活

動、発表。 

ノート等提出

物。 

定期考査。 

前
期
末 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法
１ 

プログラミング技法Ⅰ 

２ プログラムの制御構造 

３ 配列とポインタ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

a: プログラミングに興味・関

心を持ち、積極的に取り組ん

でいるか。 

b: 問題を正確に分析し適切な

処理手順を考えられるか。 

c: プログラムがトレースで

き、適切に作成できるか。 

d: 問題を解決するための処理

手順を理解しているか。 

出席状況。 

授業中の活

動、発表。 

ノート等提出

物。 

定期考査。 

後
期
中
間 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法
２ 

プログラミング技法Ⅱ 

１ 関数 

２ 標準化とテスト技法 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

a: プログラミングに興味・関

心を持ち、積極的に取り組ん

でいるか。 

b: 問題を正確に分析し適切な

処理手順を考えられるか。 

c: プログラムがトレースで

き、適切に作成できるか。 

d: 問題を解決するための処理

手順を理解しているか。 

出席状況。 

授業中の活

動、発表。 

ノート等提出

物。 

定期考査。 

後
期
末 

応
用
的
プ
ロ
グ
ラ
ム 

応用的プログラム 

１ データ構造 

２ ファイル処理 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

a: プログラミングに興味・関

心を持ち、積極的に取り組ん

でいるか。 

b: 問題を正確に分析し適切な

処理手順を考えられるか。 

c: プログラムがトレースで

き、適切に作成できるか。 

d: 問題を解決するための処理

手順を理解しているか。 

出席状況。 

授業中の活

動、発表。 

ノート等提出

物。 

定期考査。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


